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施策別計画
◎基本目標１
○施策の方向１
・施策1（現状課題・施策の説明）
・施策2（ 〃 ）

○施策の方向２
〃

◎基本目標２
〃

計画の考え方総論

・現在の基本構想のもと、令和５～７年度の３年間（現基本構想残存期間）を期間とする第三次基本計画を策定する。また、こ
の３年間でその後の総合計画を検討していく。
・これまでの評価や市民の声を活かし、将来都市像の実現に向けて、現総合計画の総仕上げを行う計画とする（総括）。
・現在の社会経済情勢に対応し、市民が今必要としていることを行う実効性のある計画とする（補完）。
・これまでの歩みを次期総合計画につなげていく将来を見据えた計画とする（準備）。
・持続可能な開発目標（SDGｓ）の視点を取り入れた計画とする。

■構成（案）

◎基本目標３
〃

◎基本目標４
〃

◎基本目標５
〃

１.総合計画とこれまでの
基本計画について

２.第三次基本計画について
(1)目標
(2)姿勢
(3)特徴
・横串（新いろどりｱﾌﾟﾛｰﾁ等）

3.各主体の役割等

４.施策の体系

～

第三次基本計画の構成

１.基本計画の位置付け

２.現在の社会情勢

３.本市の現状・課題
(1)人口
(2)財政状況
(3)都市基盤 等

４.本市の将来

基礎調査分析 部分
※次回総計審中間報告(予定)

■第三次基本計画策定の姿勢（これまでの審議等）

今回審議部分

前回審議部分

今回審議部分

説 明

１



第二次基本計画の横串「いろどりアプローチ」について

いろどりアプローチ

の10の視点
･････

45の施策分野

子育て 地域福祉 防災 協働

環境の保全・創造の視点

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの推進の視点

文化の振興の視点

教育の振興の視点

地域経済の活性化の視点

安全・安心の向上の視点

健康の増進の視点

子育ての支援の視点

協働の推進の視点

ＩＣＴの利活用の視点

第二次基本計画「いろどりアプローチ」のポイント 評価
各施策分野に配慮すべき10の視点からなる横串を

刺し、施策横断的な視点から市川らしい施策展開を
目指した。
横串の内容については、第一次基本計画における

「リーディングプラン」（特に重要な施策テーマと
選定したもの）を引き継いだ。

横串の導入は、各所管が多角的な視点から施策を展開することを意
識付けたことにより、施策機能の向上（多機能化）につながったと考
えている。
横串の内容については、約１０年たった今でも不変の価値観であり、

第三次基本計画においても概ね継承する形が好ましいと考えているが、
取り組み事例の把握に加えて、その検証・分析等が必要と考える。

■第二次基本計画 いろどりアプローチ

環 境 料理講習会等における環境に配慮した取り組み 子 育 て 乳幼児健康診査、妊婦健康診査、特定不妊治療費助成
安 全 安 心 急病診療所の運営、救急医療体制の整備 教 育 健康教育全般
ﾕ ﾆ ﾊ ﾞ ｰ ｻ ﾙ ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ 保健センター改修工事の実施 協 働 保健推進員・食生活改善推進員による地域活動
健 康 保健・医療に関する取り組み全般 地 域 経 済 地産地消の推進
文 化 食文化継承の推進 Ｉ Ｃ Ｔ 予防接種アプリのサービス開始

例）保健・医療分野における「いろどりアプローチ」に基づく取り組み事例 【第二次基本計画総合評価書より抜粋】

保健・医療

議題第１号

２



これまでの意向調査

■第三次基本計画「新いろどりアプローチ（仮称）」の導入について

各施策分野に配慮すべき10の視点からなる横串を刺し、施策横断的な視点から市川らしい施策展開を目指す。
所管部署が多角的な視点から施策を展開することを意識付け → 施策機能の向上（多機能化）

「いろどりアプローチ」の先にある本市が目指す１０の将来ビジョンを新たな横串として設定し、そのビジョン
に近づくための施策展開を意識する。
第三次基本計画の総合評価においては、従来の施策の大分類（分野）ごとの分析に加え、横串ごとの分析を
行い、「目指すべき将来から視た現在の立ち位置」や「目指すべき将来に関する市民のニーズ」等を把握する
ことで、次期基本構想等の策定に活用する。

「 新いろどりアプローチ（仮称）」
に基づいた施策等の報告・アンケート調査

各施策に対するニーズや満足度の把握

目指すべき将来に関する市民ニーズの把握

検証・分析等

次期基本構想等への反映

「新いろどりアプローチ（仮称）」を活用した新たな評価方法

施策の大分類
に基づいた施策等の報告・アンケート調査

各施策に対するニーズや満足度の把握

継承
継承

新規

目指すべき将来からみた現在の立ち位置の把握

第三次基本計画の横串について議題第１号

３



第二次基本計画
「いろどりアプローチ」 本市の特徴的な取り組みの例

第三次基本計画
「新いろどりアプローチ（仮称）」

（案）
具体的な施策の例

環境の保全・創造の視点
・スマートハウス事業による太陽光設備の設置
促進
・行徳野鳥観察舎の整備

視点１

豊かな自然環境を次世代につなげる

【環境分野】脱炭素社会の実現
【道路交通分野】都市計画道路の整備による渋滞の緩和
に伴う温室効果ガスの削減

安全・安心の向上の視点
・プライベートテントの導入等による避難所環
境の整備
・高齢者支えあいネット等による高齢者の支援

視点２

安全・安心を実感できる

【防災分野】排水路や排水機場の整備による内水対策の
推進
【福祉分野】地域での支え合いの仕組みづくりによる高
齢者、障がい者等の孤立化の防止

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの推進の視点 ・道路、公共施設のバリアフリー化
視点３

多様性を認め合い、個人が尊重され、
自分らしく暮らせる

【教育分野】ICT機器等を活用した特別支援教育の充実
【人権分野】パートナーシップ制度の周知による
LGBTQ等性的マイノリティ当事者への理解促進

健康の増進の視点
・感染症予防対策の推進
・J:COM北市川スポーツパーク等のスポーツ
施設整備

視点４

いつまでも地域で健やかに暮らせる

【保健医療分野】医療福祉サービスの連携による地域ケ
ア体制の充実
【スポーツ分野】気軽にスポーツができる機会の創出に
よる生活習慣病予防と健康寿命延伸

文化の振興の視点 ・コロナ禍におけるアーティスト支援と市民が
文化芸術に触れる機会の創出

視点５

「文化のまち」の息づかいが感じられる

【観光分野】観光振興ビジョンに基づく新たな都市の魅
力の発信
【まちづくり分野】行徳地域の歴史、文化を活かしたま
ちづくり

子育ての支援の視点 ・待機児童0の達成
・妊婦のタクシー利用料助成

視点６

子どもを産み、育てたいと思える
【子育て分野】病児保育等の新たな保育サービス拡充
【経済分野】子育て世代の積極的な就労支援

教育の振興の視点 ・GIGAスクールの推進
・義務教育学校（塩浜学園）の設置

視点７
子どもたちが希望をもって、

自ら伸び、育つ

【教育分野】幼児期から小学校への連続した教育の充実、
特別な配慮を必要とする子どもへの支援
【平和分野】子どもたちが異文化に触れる機会の創出

協働の推進の視点
・エコボポイントや市川ハート基金による市民
活動の促進
・企業、大学等との協定に基づく各種連携事業
の実施

視点８

多様な主体がつながり、協力し合う
【まちづくり分野】地域コミュニティゾーンの整備

地域経済の活性化の視点
・農業、水産業の地域ブランド化
・起業支援、融資時の利子補給制度等による事
業者支援
・キャッシュレス決済の促進

視点９

経済の活性化により地域が発展する

【経済分野】将来の感染リスクや経済危機に強い、地域
経済の構築
【観光分野】本市の魅力を市内外に効果的にPRするこ
とによる地域ブランド力の更なる向上

ICTの利活用の視点 ・ワンストップ窓口の導入
・公共施設へのWifi整備

視点10

デジタル技術でだれもが快適になる
【情報分野】24時間止まらない電子市役所の実現
【道路交通分野】IoT活用による道路冠水等の情報提供

第三次基本計画の横串について議題第１号

４



施策の体系について

基
本
構
想

基
本
計
画

実
施
計
画

基
本
目
標 将来都市像を実現するた

めの目標や方向性を定め
たもの

施
策
の

方
向
性

大
分
類

大分類（施策分野）ごと
に現状・課題の洗い出し

中
分
類

中分類ごとに施策の
ねらいを記載

小
分
類

小分類において施策の
内容を列挙

各
事
業

施策の紐づく事業
の説明

第二次基本計画 施策の体系のポイント 評価
「上から下へ」の体系を意識した大・中・小分類ごとの３層
構造としている。
基本構想で示された将来都市像を実現するための方向性から

施策の分類を行い、各分野における行政課題やその解決方法を
明らかにしたうえで、施策のねらいや内容を示している。

限られたリソースで効率的・効果的に行政運営を行うため
には、基本計画が施策の”取捨選択”や”優先順位”の基準として
機能する必要があり、課題やねらいを整理したうえで施策・
事業を示す形は基本計画の体系に最適であると考えているこ
とから、第三次基本計画においても継承したい。

ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ

各事業の説明、目標値等

将来都
市像

25年間のまちづくり
の目標

基本目標１～５

～をします ～をします ～をします

議題第２号
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第三次基本計画 施策の体系（案）について

基
本
構
想

基
本
計
画

基
本
目
標

施
策
の
方
向
性

大
分
類

中
分
類

小
分
類

基本目標１ 真の豊かさを感じるまち

１ ２ ３ ４ ５
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

地
域
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、

創
造
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
を

育
て
ま
す

生
き
が
い
を
見
い
だ
す
、

い
き
い
き
と
し
た
生
涯
学
習

社
会
を
つ
く
り
ま
す

誰
も
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す

人
権
を
尊
重
し
、

世
界
平
和
に
貢
献
し
ま
す

保
健
・
医
療

子
育
て

地
域
福
祉

障
が
い
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

社
会
保
障
・
住
ま
い

ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も
の
教
育

生
涯
学
習

雇
用
・
労
働

多
様
性
社
会

平
和

今年度中に策定予定

将来都
市像 ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ

修正

議題第２号

６



基
本
構
想

基
本
計
画

基
本
目
標

施
策
の
方
向
性

大
分
類

中
分
類

小
分
類

基本目標2 彩り豊かな文化と芸術を育むまち

１ ２ ３
芸
術
・
文
化
を
身
近
に
感
じ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

文
化
資
産
や
伝
統
文
化
を
ま
ち

の
活
性
化
に
活
か
し
ま
す

暮
ら
し
の
中
で

「
ま
ち
の
文
化
」
を
育
み
ま
す

芸
術
・
文
化

文
化
的
資
産

文
化
の
創
造

観
光

今年度中に策定予定

新規

将来都
市像 ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ

第三次基本計画 施策の体系（案）について議題第２号

７



基
本
構
想

基
本
計
画

基
本
目
標

施
策
の
方
向
性

大
分
類

中
分
類

小
分
類

基本目標３ 安全で快適な魅力あるまち

１ ２ ３ ４
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
、

質
の
高
い
都
市
基
盤
整
備
を

進
め
ま
す

自
然
、
歴
史
、
社
会
環
境
な
ど
を

活
か
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

魅
力
あ
る
土
地
利
用
を
図
り
ま
す

産
業
を
振
興
し
、

活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

危
機
管
理
・
防
災

消
防

市
民
安
全

交
通
安
全

道
路
・
交
通

下
水
道

住
宅
・
住
環
境

公
共
施
設

土
地
利
用

景
観

商
工
業

都
市
農
業

水
産
業

今年度中に策定予定

修正

将来都
市像 ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ

修正修正

第三次基本計画 施策の体系（案）について議題第２号
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基
本
構
想

基
本
計
画

基
本
目
標

施
策
の
方
向
性

大
分
類

中
分
類

小
分
類

基本目標４ 人と自然が共生するまち

１ ２ ３
自
然
を
大
切
に
し
、

や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す

環
境
へ
の
負
荷
の
す
く
な
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す

廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し

資
源
循
環
型
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

自
然
環
境

公
園
・
緑
地

水
辺

生
物
多
様
性

地
球
環
境

生
活
環
境

資
源
循
環
型
社
会

今年度中に策定予定

修正

将来都
市像 ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ

新規

第三次基本計画 施策の体系（案）について議題第２号
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基
本
構
想

基
本
計
画

基
本
目
標

施
策
の
方
向
性

大
分
類

中
分
類

小
分
類

基本目標５ 市民と行政がともに築くまち

１ ２ ３ ４
市
民
と
行
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

行
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す

情
報
通
信
技
術
を

市
民
生
活
の
向
上
に
活
か
し
ま
す

協
働
・
市
民
参
加

情
報
発
信
・
提
供

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
市
民
活
動

行
政
経
営

財
政
運
営

広
域
行
政
・

大
都
市
制
度

情
報
化

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

今年度中に策定予定

将来都
市像 ともに築く 自然とやさしさがあふれる 文化のまち いちかわ

修正修正 新規

第三次基本計画 施策の体系（案）について議題第２号
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R3年度 R4年度 R5年度

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4～

審議会

基本計画
策定

基礎調査

市民参加

その他

●
横串・施策の体
系について

●
計画案等
について

●
計画案等
について

●
基礎調査中間
報告等について

▲
パブリック
コメント

実施計画
策定

答

申

第
三
次
基
本
計
画

期
間

基本計画完成に向けた作業を行う。（素案検討～製本）

本市を取り巻く社会動向の調査・分析、人口推計等を行う。

計画案をもとにｱﾝｹｰﾄ・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等を行う。

第
三
次
基
本
計
画

議
決

基礎調査において市民のニーズを把握する。

説 明 第三次基本計画策定に関する今後のスケジュール（案）について

●
計画案等
について

●
計画案
・答申等
について

●
実施計画等
について

●
実施計画等
について

●
計画

最終案等
について
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【参考】第二次基本計画　施策掲載ページの例（保健・医療分野） 別紙２



【参考】第二次基本計画　施策の体系

基本目標１ 

真の豊かさを感じるまち 

基本目標５ 

市民と行政がともに築くまち 

基基本本目目標標２２  

彩彩りり豊豊かかなな文文化化とと芸芸術術をを育育むむままちち  

１
生
涯
学
習 

１
雇
用
・
労
働 

２
消
費
生
活 

２
平
和 

１
人
権
・
男
女
共
同
参
画 

２
子
育
て 

３
地
域
福
祉 

４
障
害
者
福
祉 

５
高
齢
者
福
祉 

６
社
会
保
障
・
住
ま
い 

１
保
健
・
医
療 

７
ス
ポ
ー
ツ 

１
子
ど
も
の
教
育 

１
芸
術
・
文
化 

１
文
化
的
資
産 

１
文
化
の
創
造 

１
危
機
管
理
・
消
防 

２
治
水 

３
防
犯 

４
交
通
安
全 

１
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

３
下
水
道 

５
公
共
施
設 

１
土
地
利
用 

２
景
観 

１
商
工
業 

３
水
産
業 

２
道
路
・
交
通 

２
都
市
農
業 

基本目標３ 

安全で快適な魅力あるまち 

１
自
然
環
境 

２
公
園
・
緑
地 

３
河
川
・
水
辺 

１
地
球
環
境 

２
生
活
環
境 

１
資
源
循
環
型
社
会 

基本目標４ 

人と自然が共生するまち 

１
協
働
・
市
民
参
加 

２
情
報
の
発
信
・
提
供 

１
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
市
民
活
動

２
行
政
体
制 

１
政
策
展
開 

３
窓
口
・
相
談
機
能 

４
財
政
運
営 

５
広
域
行
政 

１
情
報
化 

１
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、 

地
域
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

２
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、 

創
造
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す 

３
生
き
が
い
を
見
い
だ
す
、
い
き
い
き
と
し
た 

生
涯
学
習
社
会
を
つ
く
り
ま
す 

４
誰
も
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る 

環
境
を
つ
く
り
ま
す 

５
人
権
を
尊
重
し
、
世
界
平
和
に
貢
献
し
ま
す 

２
文
化
的
資
産
や
伝
統
文
化
を 

ま
ち
の
活
性
化
に
活
か
し
ま
す 

１
芸
術
・
文
化
を
身
近
に
感
じ
る 

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

３
暮
ら
し
の
中
で
「
ま
ち
の
文
化
」
を
育
み
ま
す 

１
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

２
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
、 

質
の
高
い
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す 

３
自
然
、
歴
史
、
社
会
環
境
な
ど
を
活
か
し
て
、 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
魅
力
あ
る
土
地
利
用
を
図
り
ま
す

４
産
業
を
振
興
し
、 

活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

１
自
然
を
大
切
に
し
、
や
す
ら
ぎ
と 

潤
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

２
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

３
廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し 

資
源
循
環
型
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

２
市
民
参
加
の
推
進

１
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

３
情
報
公
開
の
一
層
の
推
進

２
公
文
書
の
正
確
、
迅
速
な
取
り
扱
い 

１
市
民
と
行
政
と
情
報
の
共
有
化

２
市
民
活
動
の
活
性
化
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
創
生 

１
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

３
施
策
の
評
価
と
反
映

２
法
務
能
力
の
向
上 

１
情
報
の
収
集
と
整
備

４
公
平
性
、
効
率
性
の
確
保

３
民
間
活
力
の
活
用 

２
定
員
の
適
正
化 

１
適
性
な
人
事
管
理

２
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

１
市
民
相
談
機
能
の
充
実

２
自
主
財
源
の
充
実
・
確
保

１
財
政
健
全
化
の
推
進

１
広
域
行
政
の
推
進 

３
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
の
強
化

２
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
か
し
た
行
政
事
務
の
効
率
化
の
推
進 

１
電
子
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
刷
新
と
拡
充

２
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
機
会
づ
く
り

１
生
物
多
様
性
の
確
保

４
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

３
花
と
緑
が
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り 

２
魅
力
あ
る
公
園
の
提
供 

１
地
域
の
緑
の
保
全
と
活
用

２
親
し
み
の
あ
る
水
辺
空
間
の
創
造

１
水
辺
の
環
境
の
保
全
、
三
番
瀬
の
再
生
・
保
全

２
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応

１
地
球
環
境
問
題
へ
の
理
解
と
意
識
の
醸
成

２
市
民
の
健
康
と
安
全
で
清
潔
な
生
活
環
境
の
保
持

１
身
近
な
環
境
の
保
全

２
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
推
進

１
３
Ｒ
の
推
進

１
豊
か
な
心
を
育
む
文
化
活
動
の
支
援 

１
地
域
を
彩
る
文
化
的
資
産
の
保
全
・
活
用 

３
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

２
新
た
な
文
化
的
資
源
の
創
出
と
情
報
発
信 

１
新
た
な
「
ま
ち
の
文
化
」
の
構
築

２
消
防
力
の
強
化

１
危
機
管
理
体
制
の
強
化

２
水
害
に
対
す
る
意
識
の
啓
発

１
水
害
の
な
い
ま
ち

１
防
犯
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

３
交
通
安
全
に
関
す
る
意
識
啓
発

２
適
切
な
自
動
車
交
通
の
誘
導 

１
道
路
の
安
全
性
の
向
上

２
公
益
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

１
ま
ち
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

５
道
路
の
管
理

４
公
共
交
通
の
充
実 

３
快
適
な
歩
行
者
自
転
車
空
間
づ
く
り 

２
鉄
道
断
面
、
渡
河
部
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
解
消 

１
環
境
負
荷
を
低
減
し
都
市
機
能
を
向
上
さ
せ
る
道
路
交
通 

１
水
環
境
の
良
好
な
保
全
と
整
備 

２
良
好
な
住
ま
い
と
地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現 

１
健
康
で
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
と
ま
ち
づ
く
り
の
実
現 

１
公
共
施
設
等
の
有
効
的
、
効
率
的
な
活
用 

３
地
域
ご
と
の
特
性
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り 

２
都
市
経
営
の
観
点
か
ら
効
率
的
で
適
切
な
土
地
利
用
の
誘
導 

１
都
心
に
近
い
住
宅
都
市
と
し
て
魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成 

２
ま
ち
の
個
性
に
彩
ら
れ
た
表
情
豊
か
な
景
観
の
形
成

１
「
水
と
緑
」・「
歴
史
と
文
化
」
を
生
か
し
た
景
観
の
形
成 

３
食
品
流
通
の
円
滑
化

２
適
正
な
計
量
の
推
進 

１
商
工
業
の
活
性
化

３
市
民
に
親
し
ま
れ
る
農
業
の
推
進

２
活
力
に
満
ち
た
農
業
の
推
進 

１
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
推
進

２
市
民
と
共
存
す
る
都
市
型
水
産
業
の
振
興

１
持
続
可
能
な
漁
業
環
境
及
び
経
営
・
流
通
環
境
の
整
備

３
公
衆
衛
生
の
推
進

２
健
康
づ
く
り
の
推
進 

１
地
域
に
お
け
る
医
療
環
境
の
充
実

２
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

１
子
ど
も
の
権
利
保
障
と
配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
の
支
援

３
地
域
の
安
心
と
信
頼
の
向
上

２
地
域
へ
の
参
加
と
交
流
の
体
制
づ
く
り 

１
支
え
合
い
社
会
へ
の
意
識
変
革

４
地
域
の
理
解
・
支
援
の
促
進

３
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援 

２
生
活
支
援
の
充
実 

１
社
会
参
加
の
促
進

２
介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

１
介
護
予
防
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
充
実

２
住
ま
い
の
安
心
・
安
全
へ
の
支
援

１
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
保
障
の
充
実

３
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
（
市
川
の
教
育
の
姿
）

２
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
（
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
姿
） 

１
子
ど
も
の
育
成
（
子
ど
も
の
姿
）

１
生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
ら
れ
る
学
習
環
境
の
実
現 

２
労
働
環
境
の
向
上

１
就
労
の
支
援

２
消
費
者
被
害
の
救
済

１
自
立
し
て
、
考
え
、
行
動
す
る
消
費
者
の
育
成

１
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実 

２
国
際
平
和
の
た
め
の
活
動
の
促
進
と
支
援

１
平
和
意
識
の
高
揚

２
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

１
人
権
尊
重
社
会
の
実
現

１
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

の
も
と
で
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

２
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の 

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す 

４
情
報
通
信
技
術
を 

市
民
生
活
の
向
上
に
活
か
し
ま
す 

３
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い 

行
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す 

基
本
構

想

基
本
計

画

基
本
目
標

施
策
の
方
向

大
分
類

中
分
類

小
分
類

４
住
宅
・
住
環
境
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